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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像表示装置であって、
　電気光学装置を有し、前記電気光学装置により画像を表示する表示部と、
　前記電気光学装置の焼き付きを改善するための第１の動作モードにおいて、前記表示部
に第１の画像を第１の時間表示させた後に、前記画像表示装置の電源をオフにする制御部
と、
を有し、
　前記制御部は、前記第１の動作モードにおいて、前記第１の時間の経過前に第１の割り
込みがあった場合には、前記第１の動作モードを中止し、前記第１の割り込みに応じた割
り込み処理の実行後に前記画像表示装置の電源をオフにすることを特徴とする画像表示装
置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像表示装置であって、
　前記制御部は、前記第１の動作モードにおいて、前記第１の割り込みとは異なる第２の
割り込みがあった場合には、前記第１の動作モードを中止するが、前記第２の割り込みに
応じた割り込み処理の実行後に前記画像表示装置の電源をオフにしないことを特徴とする
画像表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の画像表示装置であって、
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　ユーザーの操作を受け付ける入力操作部をさらに備え、
　前記第２の割り込みは、前記入力操作部に対する操作に基づく割り込みであることを特
徴とする画像表示装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の画像表示装置であって、
　記憶部と、
　報知部と、
をさらに備え、
　前記制御部は、前記第１の動作モードを中止した場合に、前記第１の動作モードを中止
したことを示す情報を前記記憶部に記憶させ、前記画像表示装置の電源がオンにされたと
きに前記第１の動作モードを中止したことを示す情報が前記記憶部に記憶されていた場合
、前記報知部に前記第１の動作モードを中止したことを報知させることを特徴とする画像
表示装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の画像表示装置であって、
　前記表示部は、光源から射出された光を前記電気光学装置で変調することによって前記
画像を表示し、
　前記制御部は、前記第１の動作モードにおいて、前記光源が点灯した状態を維持したま
まで、前記表示部に前記第１の画像を表示させることを特徴とする画像表示装置。
【請求項６】
　電気光学装置により画像を表示する画像表示装置の制御方法であって、
　前記電気光学装置の焼き付きを改善するための第１の動作モードにおいて、第１の画像
を第１の時間表示させた後に、前記画像表示装置の電源をオフにし、
　前記第１の動作モードにおいて、前記第１の時間の経過前に第１の割り込みがあった場
合には、前記第１の動作モードを中止し、前記第１の割り込みに応じた割り込み処理の実
行後に前記画像表示装置の電源をオフにすることを特徴とする画像表示装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像を表示する画像表示装置及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶パネル等を用いた画像表示装置では、同じ静止画像を長時間表示し続けると、その
静止画像の残像が液晶パネルに焼き付いてしまう現象（以降、「焼き付き」とも呼ぶ。）
が発生し得る。従来、このような焼き付きが生じた画像表示装置において、全域が黒色の
画像や全域が白色の画像等、焼き付きを改善するための画像（以降、「リフレッシュ画像
」とも呼ぶ。）を表示し続けることが行われている（例えば、特許文献１参照）。ここで
、焼き付きを改善するためには、リフレッシュ画像を長時間（例えば、１時間以上）表示
し続ける必要があるため、表示の終了をユーザーが待たなくてもいいように、リフレッシ
ュ画像を所定時間表示させた後で、画像表示装置の電源を自動的にオフにする機能を備え
ることが望ましい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－２０２８５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、リフレッシュ画像を表示し続けている間に、画像表示装置内のコンピュ
ーターで意図しない割り込みが発生すると、リフレッシュ画像の表示が中断され、割り込
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みに応じた処理が行われてしまうため、処理の終了後も電源がオンのままで維持されてし
まう場合があった。このため、ユーザーが画像表示装置の近くにいない場合には、画像表
示装置が何時間又は何日間も電源がオンのままで放置されてしまうという問題を有してい
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態又は適用例として実現することが可能である。
【０００６】
　［適用例１］本適用例に係る画像表示装置は、電気光学装置を有し、前記電気光学装置
により画像を表示する表示部と、前記電気光学装置の焼き付きを改善するための第１の動
作モードにおいて、前記表示部に第１の画像を第１の時間表示させた後に、前記画像表示
装置の電源をオフにする制御部と、を有し、前記制御部は、前記第１の動作モードにおい
て、前記第１の時間の経過前に第１の割り込みがあった場合には、前記第１の動作モード
を中止し、前記第１の割り込みに応じた割り込み処理の実行後に前記画像表示装置の電源
をオフにすることを特徴とする。
【０００７】
　この画像表示装置によれば、電気光学装置の焼き付きを改善するための第１の動作モー
ドにおいて、第１の時間の経過前に第１の割り込みがあった場合に、制御部は、第１の動
作モードを中止して、割り込み処理の実行後に画像表示装置の電源をオフにする。このた
め、割り込み処理の後に画像表示装置が電源オンのままで放置されてしまうことが抑制さ
れる。
【０００８】
　［適用例２］上記適用例に係る画像表示装置において、前記制御部は、前記第１の動作
モードにおいて、前記第１の割り込みとは異なる第２の割り込みがあった場合には、前記
第１の動作モードを中止するが、前記第２の割り込みに応じた割り込み処理の実行後に前
記画像表示装置の電源をオフにしないことが望ましい。
【０００９】
　この画像表示装置によれば、制御部は、第１の割り込みがあった場合には電源をオフに
する一方で、第２の割り込みがあった場合には電源をオフにしない。つまり、割り込み処
理後の電源状態を、割り込み処理の種類に応じて変えることができるため、ユーザーの利
便性を向上することが可能となる。
【００１０】
　［適用例３］上記適用例に係る画像表示装置において、ユーザーの操作を受け付ける入
力操作部をさらに備え、前記第２の割り込みは、前記入力操作部に対する操作に基づく割
り込みであることが望ましい。
【００１１】
　この画像表示装置によれば、制御部は、入力操作部に対する操作に基づく割り込みがあ
った場合には電源をオフにしないため、ユーザーは、第１の動作モード中であっても、入
力操作部を操作することで、第１の動作モードを中止させて、画像表示装置を使用するこ
とが可能となる。
【００１２】
　［適用例４］上記適用例に係る画像表示装置において、記憶部と、報知部と、をさらに
備え、前記制御部は、前記第１の動作モードを中止した場合に、前記第１の動作モードを
中止したことを示す情報を前記記憶部に記憶させ、前記画像表示装置の電源がオンにされ
たときに前記第１の動作モードを中止したことを示す情報が前記記憶部に記憶されていた
場合、前記報知部に前記第１の動作モードを中止したことを報知させることが望ましい。
【００１３】
　この画像表示装置によれば、制御部は、第１の割り込みに応じて第１の動作モードが中
止した場合に、その旨を示す情報を記憶部に記憶させ、次回起動時に、第１の動作モード
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を中止したことを報知部に報知させるため、ユーザーは、第１の動作モードが中止された
こと、そして、必要に応じて第１の動作モードを再度実行すべきであることを認識するこ
とが可能となる。
【００１４】
　［適用例５］上記適用例に係る画像表示装置において、前記表示部は、光源から射出さ
れた光を前記電気光学装置で変調することによって前記画像を表示し、前記制御部は、前
記第１の動作モードにおいて、前記光源が点灯した状態を維持したままで、前記表示部に
前記第１の画像を表示させることが望ましい。
【００１５】
　この画像表示装置によれば、制御部は、光源を点灯させたままで表示部に第１の画像を
表示させるため、電気光学装置を比較的高い温度で維持することが可能となり、焼き付き
の改善を効果的に行うことが可能となる。
【００１６】
　［適用例６］本適用例に係る画像表示装置の制御方法は、電気光学装置により画像を表
示する画像表示装置の制御方法であって、前記電気光学装置の焼き付きを改善するための
第１の動作モードにおいて、第１の画像を第１の時間表示させた後に、前記画像表示装置
の電源をオフにし、前記第１の動作モードにおいて、前記第１の時間の経過前に第１の割
り込みがあった場合には、前記第１の動作モードを中止し、前記第１の割り込みに応じた
割り込み処理の実行後に前記画像表示装置の電源をオフにすることを特徴とする。
【００１７】
　この画像表示装置の制御方法によれば、電気光学装置の焼き付きを改善するための第１
の動作モードにおいて、第１の時間の経過前に第１の割り込みがあった場合に、第１の動
作モードを中止して、割り込み処理の実行後に画像表示装置の電源をオフにする。このた
め、割り込み処理の後に画像表示装置が電源オンのままで放置されてしまうことが抑制さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】画像投写システムを示す説明図。
【図２】プロジェクターの概略構成を示すブロック図。
【図３】リフレッシュモードを開始する際のプロジェクターの動作を説明するための説明
図であり、画像情報処理部で重畳されるＯＳＤ画像を示す図。
【図４】リフレッシュモードを開始する際のプロジェクターの動作を説明するための説明
図であり、画像情報処理部で重畳されるＯＳＤ画像を示す図。
【図５】リフレッシュモードを開始する際のプロジェクターの動作を説明するための説明
図であり、画像情報処理部で重畳されるＯＳＤ画像を示す図。
【図６】リフレッシュモードを開始する際のプロジェクターの動作を説明するための説明
図であり、画像情報処理部で重畳されるＯＳＤ画像を示す図。
【図７】リフレッシュモードにおけるプロジェクターの動作を説明するためのフローチャ
ート。
【図８】割り込みイベントが発生した際のプロジェクターの動作を説明するためのフロー
チャート。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本実施形態の画像投写システムについて、図面を参照して説明する。
  図１は、本実施形態の画像投写システム１００を示す説明図である。
  図１に示すように、画像表示システムとしての画像投写システム１００は、画像表示装
置としての複数のプロジェクター１と、制御装置としてのコンピューター２とを備えて構
成されている。複数のプロジェクター１及びコンピューター２は、ネットワークＮＷを介
して互いに接続されており、コンピューター２が各プロジェクター１の動作を制御するこ
とが可能となっている。
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【００２０】
　なお、図１では図示を省略しているが、プロジェクター１から所望のコンテンツ画像を
表示させる際には、外部の画像供給装置３（図２参照）がプロジェクター１に接続され、
コンテンツ画像に対応する画像情報が画像供給装置３からプロジェクター１に供給される
。
【００２１】
  図２は、プロジェクター１の概略構成を示すブロック図である。
  図２に示すように、プロジェクター１は、制御部１０と、記憶部１１と、入力操作部１
２と、インジケーター１３と、通信部１４と、画像情報入力部１５と、画像情報処理部１
６と、表示部としての画像投写部１７と、電源回路１８とを一体的に備えて構成されてい
る。プロジェクター１は、画像情報入力部１５に入力される画像情報に基づいて、画像投
写部１７から投写面Ｓｐに画像を投写する。
【００２２】
　制御部１０は、１つ又は複数のプロセッサーを備えて構成され、記憶部１１に記憶され
ている制御プログラムに従って動作することによりプロジェクター１の動作を統括制御す
る。また、制御部１０は、計時を行うためのタイマー１０ａを有している。
【００２３】
　記憶部１１は、ＲＡＭ（Random Access Memory）及びＲＯＭ（Read Only Memory）等の
メモリーを備えて構成される。ＲＡＭは、各種データ等の一時記憶に用いられ、ＲＯＭは
、プロジェクター１の動作を制御するための制御プログラムや制御データ等を記憶する。
【００２４】
　入力操作部１２は、ユーザーがプロジェクター１に対して各種指示を行うための複数の
操作キーを備えており、操作キーに対するユーザーの入力操作を受け付ける。入力操作部
１２が備える操作キーとしては、電源のオンとオフ（スタンバイ）とを切り替えるための
「電源キー」、各種設定を行うためのメニュー画像を表示させる「メニューキー」、メニ
ュー画像上で項目を選択するための「方向キー」、選択した項目を確定させる「決定キー
」等がある。ユーザーが入力操作部１２の各種操作キーを操作すると、入力操作部１２は
、ユーザーの操作内容に応じた操作信号を制御部１０に出力する。なお、遠隔操作が可能
なリモコン（図示せず）を、入力操作部１２として用いる構成としてもよい。この場合、
リモコンは、ユーザーの操作内容に応じた赤外線の操作信号を発信し、図示しないリモコ
ン信号受信部がこれを受信して制御部１０に伝達する。
【００２５】
　インジケーター１３は、１つ又は複数のＬＥＤ（Light Emitting Diode）を備えて構成
される。インジケーター１３は、制御部１０の制御に基づいて発光し、発光色や発光状態
（消灯、点灯及び点滅）に応じてプロジェクター１の動作状態や異常の発生等をユーザー
に報知する。
【００２６】
　通信部１４は、コンピューター２や他のプロジェクター１等の外部の装置とネットワー
クＮＷを介して接続され、制御部１０の制御に基づいて、これらの装置との間で情報の送
受信を行う。なお、通信部１４と外部の装置との接続は、有線接続に限られず、無線によ
る接続であってもよい。
【００２７】
　画像情報入力部１５は、画像再生装置等の外部の画像供給装置３に接続され、画像供給
装置３からコンテンツ画像に対応する画像情報の供給を受ける。また、画像情報入力部１
５は、制御部１０から、記憶部１１に記憶されている画像情報や、制御部１０が生成した
画像情報の供給を受けることができる。画像情報入力部１５は、入力された画像情報を画
像情報処理部１６に出力する。なお、画像供給装置３から有意な画像情報の供給がない場
合には、画像情報入力部１５は、全域が青色の画像の画像情報を画像情報処理部１６に出
力する。
【００２８】
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　画像情報処理部１６は、制御部１０の制御に基づいて、画像情報入力部１５から入力さ
れる画像情報に対して各種画像処理を施し、処理後の画像情報を画像投写部１７のライト
バルブ駆動部２４に出力する。例えば、画像情報処理部１６は、画質を調整する処理や、
画像の形状（歪み）を補正する処理、コンテンツ画像上にメニュー画像やメッセージ画像
等のＯＳＤ（オンスクリーンディスプレイ）画像を重畳して表示する処理等を必要に応じ
て画像情報に施す。
【００２９】
　なお、画像情報入力部１５及び画像情報処理部１６は、１つ又は複数のプロセッサー等
によって構成されてもよいし、ＡＳＩＣ（Application Specific Integrated Circuit）
やＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array）等の専用の処理装置によって構成されて
もよい。
【００３０】
　画像投写部１７は、光源２１、電気光学装置及び光変調装置としての３つの液晶ライト
バルブ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂ、投写光学系２３、ライトバルブ駆動部２４等を備えて構
成されている。画像投写部１７は、光源２１から射出された光を、液晶ライトバルブ２２
Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂで変調して画像光を形成し、レンズ及びミラーの少なくとも一方を含
む投写光学系２３からこの画像光を投写して投写面Ｓｐに画像を表示する。
【００３１】
　光源２１は、超高圧水銀ランプやメタルハライドランプ等の放電型の光源ランプ、又は
発光ダイオードや半導体レーザー等の固体光源を含んで構成されている。光源２１から射
出された光は、図示しないインテグレーター光学系によって輝度分布が略均一な光に変換
され、図示しない色分離光学系によって光の３原色である赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色
（Ｂ）の各色光成分に分離された後、それぞれ液晶ライトバルブ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂ
に入射する。
【００３２】
　液晶ライトバルブ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂは、それぞれ一対の透明基板間に液晶が封入
された透過型の液晶パネル等によって構成される。各液晶パネルには、マトリクス状に配
列された複数の画素からなる矩形の画素領域２２ｉが形成されており、液晶に対して画素
毎に駆動電圧を印加可能になっている。
【００３３】
　ライトバルブ駆動部２４は、液晶ライトバルブ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂの画素領域２２
ｉに画像を形成する。具体的には、ライトバルブ駆動部２４は、画像情報処理部１６から
入力される画像情報に応じた駆動電圧を、画素領域２２ｉの各画素に印加し、各画素を画
像情報に応じた光透過率に設定する。光源２１から射出された光は、液晶ライトバルブ２
２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂの画素領域２２ｉを透過することによって画素毎に変調され、画像
情報に応じた画像光が色光毎に形成される。形成された各色の画像光は、図示しない色合
成光学系によって画素毎に合成されてカラー画像を表す画像光となり、投写光学系２３に
よって投写面Ｓｐに拡大投写される。この結果、投写面Ｓｐ上には、画像情報入力部１５
に入力された画像情報に基づく画像が表示される。
【００３４】
　電源回路１８には、外部からＡＣ１００Ｖ等の商用電源（図示せず）が供給される。電
源回路１８は、商用電源（交流電源）を所定の電圧の直流電源に変換して、プロジェクタ
ー１の各部に電力を供給する（各部への供給経路については、図示を省略する）。制御部
１０は、電源回路１８を制御して、各部への電源供給を開始したり、停止したりすること
ができる。具体的には、制御部１０は、プロジェクター１の通常の動作に必要な電力が電
源回路１８から各部に供給されるオン状態（「電源オンの状態」とも呼ぶ。）と、各部へ
の電源供給が制限されてオン状態に比べて消費電力が極めて小さいオフ状態（「電源オフ
の状態」又は「スタンバイ状態」とも呼ぶ。）とを切り替えることができる。なお、制御
部１０が、電源回路１８を制御してオフ状態からオン状態に切り替える動作をオン動作と
も呼び、オン状態からオフ状態に切り替える動作をオフ動作とも呼ぶ。
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【００３５】
　制御部１０は、制御プログラムによって実現される機能ブロックとして、リフレッシュ
制御部１９を有している。リフレッシュ制御部１９は、液晶ライトバルブ２２Ｒ，２２Ｇ
，２２Ｂの液晶パネルに生じた焼き付きを改善するための制御を行う。具体的には、液晶
パネルに焼き付きが生じた場合、ユーザーは、入力操作部１２を操作して、プロジェクタ
ー１をリフレッシュモードに移行させることができる。リフレッシュモードは、焼き付き
を改善するための動作モードであり、リフレッシュ制御部１９は、リフレッシュモードに
おいて、焼き付きを改善するための所定の画像（以降、「リフレッシュ画像」とも呼ぶ。
）を画像投写部１７に表示させ、この状態を所定時間継続させることにより焼き付きを改
善する。本実施形態では、リフレッシュ画像として、全域が黒色の画像（黒色画像）が用
いられる。なお、焼き付きを改善するためには、比較的高い温度環境下でリフレッシュ画
像を表示させ続けることが効果的であるため、リフレッシュ制御部１９は、リフレッシュ
モードにおいて、光源２１を点灯させた状態を維持したままで黒色画像を表示させる。
【００３６】
　リフレッシュモードに対し、画像供給装置３から供給される画像情報に基づいて、画像
投写部１７からコンテンツ画像を投写する動作モードは、通常動作モードと呼ばれる。通
常動作モードでは、ユーザーが入力操作部１２の電源キーを操作するまでオン状態を維持
するのに対し、リフレッシュモードでは、リフレッシュ画像の投写を開始してから所定時
間経過後に自動的にオフ状態に移行するようになっている。このため、リフレッシュモー
ドが終了した際に、ユーザーはオフ状態に移行させるために電源キーを操作する必要がな
い。つまり、リフレッシュモードに移行させた後は、ユーザーがプロジェクター１の近傍
にいなくても、プロジェクター１がオン状態のままで長時間放置されてしまうことはない
。
【００３７】
　図３～図６は、リフレッシュモードを開始する際のプロジェクター１の動作を説明する
ための説明図であり、画像情報処理部１６で重畳されるＯＳＤ画像を示す図である。
  ユーザーが入力操作部１２のメニューキーを操作すると、制御部１０は、画像情報処理
部１６に指示をして、各種設定を行ったり所望の動作を行わせたりするためのメニュー画
像Ｍ１（図３参照）を、ＯＳＤ画像としてコンテンツ画像上に重畳させ、画像投写部１７
から投写させる。
【００３８】
　図３に示すように、メニュー画像Ｍ１は、タブ配列領域Ａ１と、設定領域Ａ２と、案内
領域Ａ３とを含んで構成されている。タブ配列領域Ａ１には、設定する項目名が記された
複数のタブＴが一列に配列されており、設定領域Ａ２には、選択されているタブ（項目）
に関連する設定内容が表示されている。また、案内領域Ａ３には、操作を案内するための
テキストが表示されている。ユーザーは、タブ配列領域Ａ１のいずれか１つのタブＴを方
向キーで選択することにより、設定領域Ａ２にて、このタブＴの項目に関する設定や指示
を行うことができる。図３では、「初期化」と記されたタブＴが選択された状態が示され
ており、設定領域Ａ２には、「初期化」に関する設定を行うための４つのボタンＢ１～Ｂ
４が含まれている。各ボタンＢ１～Ｂ４には、それぞれ「メモリー初期化」、「リフレッ
シュモード」、「動作モード切替」及び「全初期化」と記されている。
【００３９】
　ここで、ユーザーが、「リフレッシュモード」と記されたボタンＢ２を方向キーで選択
して決定キーを操作すると、制御部１０は、画像情報処理部１６に指示をして、メニュー
画像Ｍ１の設定領域Ａ２を、「リフレッシュモード」に関する内容に更新する（図４参照
）。図４に示すように、設定領域Ａ２には、「時間」と記された時間設定ボタンＢ５と、
「開始」と記された開始ボタンＢ６が含まれている。時間設定ボタンＢ５には、現在設定
されているリフレッシュモードの時間（以降、「リフレッシュ時間」とも呼ぶ。）が表示
されており、現在の設定状況（設定されているリフレッシュ時間）を認識可能となってい
る。
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【００４０】
　ユーザーは、方向キーで時間設定ボタンＢ５を選択して決定キーを操作することにより
、リフレッシュ時間を変更することができる。ユーザーによりリフレッシュ時間の変更が
指示されると、制御部１０は、画像情報処理部１６に指示をして、メニュー画像Ｍ１上に
、リフレッシュ時間を設定するための設定用画像Ｍ２（図５参照）を重畳表示させる。設
定用画像Ｍ２には、「１時間」と記されたボタンＢ７と、「３時間」と記されたボタンＢ
８と、「６時間」と記されたボタンＢ９とが含まれている。ユーザーは、所望の時間が記
されたボタンを選択することによって、リフレッシュ時間を設定することができる。
【００４１】
　図４に戻って、ユーザーは、設定領域Ａ２の開始ボタンＢ６を方向キーで選択して決定
キーを操作することにより、リフレッシュモードを開始させることができる。ユーザーに
よりリフレッシュモードの開始が指示されると、制御部１０は、画像情報処理部１６に指
示をして、リフレッシュモードの開始を確認するための確認用画像Ｍ３（図６参照）を重
畳表示させる。図６に示すように、確認用画像Ｍ３には、リフレッシュモードの開始の是
非を問い合わせるメッセージとともに、「はい」と記されたはいボタンＢ１０と、「いい
え」と記されたいいえボタンＢ１１とが含まれており、ユーザーは、方向キーではいボタ
ンＢ１０を選択して決定キーを操作することによりリフレッシュモードを開始することが
できる。
【００４２】
　図７は、リフレッシュモードにおけるプロジェクター１の動作を説明するためのフロー
チャートである。
  図７に示すように、ユーザーによりリフレッシュモードの開始が確認されると、リフレ
ッシュ制御部１９は、ステップＳ１０１にて、黒色画像を表す画像情報を画像情報入力部
１５に出力し、画像投写部１７から黒色画像を投写させる。また、リフレッシュ制御部１
９は、タイマー１０ａによりリフレッシュ時間の計時を開始する。
【００４３】
　ステップＳ１０２では、リフレッシュ制御部１９は、タイマー１０ａの計時結果に基づ
いて、リフレッシュモードを開始してから、設定されているリフレッシュ時間が経過した
か否かを判断する。そして、リフレッシュ制御部１９は、リフレッシュ時間が経過した場
合にはステップＳ１０３に処理を移し、リフレッシュ時間が経過していない場合には、当
該ステップＳ１０２を繰り返す。
【００４４】
　リフレッシュモードを開始してからリフレッシュ時間が経過してステップＳ１０３に処
理が移行した場合には、リフレッシュ制御部１９は、電源回路１８に指示をして、プロジ
ェクター１の電源をオフ状態（スタンバイ状態）に移行させて処理を終了する。これによ
り、リフレッシュモードが終了する。このように、本実施形態のプロジェクター１によれ
ば、リフレッシュモードを開始することにより、設定したリフレッシュ時間の間、リフレ
ッシュ画像（黒色画像）を表示させ続けることができる。
【００４５】
　プロジェクター１がリフレッシュモードで動作中、即ちリフレッシュ時間の経過前にス
テップＳ１０２を繰り返している間、所定の割り込みイベントが発生すると、制御部１０
は、リフレッシュモードよりも優先して、割り込みイベントに応じた処理（以降、「割り
込み処理」とも呼ぶ。）を実行する。リフレッシュモードの動作中に発生し得る割り込み
イベントとしては、例えば、入力操作部１２に対するユーザーの操作や、プロジェクター
１の内部における異常の発生、或いは、コンピューター２等からの緊急メッセージの受信
等が想定される。
【００４６】
　図８は、割り込みイベントが発生した際のプロジェクター１の動作を説明するためのフ
ローチャートである。
【００４７】
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　図８に示すように、リフレッシュモードにおいて割り込みイベントが発生すると、制御
部１０は、ステップＳ２０１にてリフレッシュモードを中止する。具体的には、制御部１
０は、画像情報入力部１５に指示をして、黒色画像に対応する画像情報の代わりに、画像
供給装置３から供給されるコンテンツ画像の画像情報を画像情報処理部１６に出力させる
。これにより、画像投写部１７からの黒色画像の投写が終了し、代わりにコンテンツ画像
が投写される状態となる。なお、リフレッシュモードの中止により、リフレッシュ時間が
経過した際に電源をオフにする処理（ステップＳ１０３）についても中止される。
【００４８】
　続くステップＳ２０２では、制御部１０は、割り込みイベントに応じてリフレッシュモ
ードを中止したことを示す情報や、発生した割り込みイベントに関する情報（例えば、発
生した日時やイベントの種類等）を記憶部１１に記憶させる。なお、リフレッシュモード
の継続時間（開始から中止までの時間）を記憶するようにしてもよい。
【００４９】
　ステップＳ２０３では、制御部１０は、発生した割り込みイベントが、入力操作部１２
（リモコンを含む）に対するユーザーの操作に基づくものであるか否かを判断する。そし
て、制御部１０は、割り込みイベントがユーザーの操作に基づくものである場合には、ス
テップＳ２０４に処理を移し、ユーザーの操作に基づくイベントでない場合には、ステッ
プＳ２０５に処理を移す。
【００５０】
　割り込みイベントがユーザーの操作に基づくイベントであってステップＳ２０４に処理
が移行した場合には、制御部１０は、割り込み処理として、ユーザーの操作内容に応じた
処理を実行してフローを終了する。このとき、制御部１０は、プロジェクター１の電源を
オフにせず、オン状態を維持する。入力操作部１２による操作がなされたということは、
ユーザーがプロジェクター１の近傍にいることが想定されるため、オン状態が維持された
としても、その状態で長時間放置されてしまうことは考えにくい。ユーザーは、必要な操
作を行った後で、手動で電源をオフにしてもよいし、再度リフレッシュモードを開始する
こともできる。
【００５１】
　割り込みイベントがユーザーの操作に基づくイベントではなくステップＳ２０５に処理
が移行した場合には、制御部１０は、発生した割り込みイベントに応じた割り込み処理が
オフ動作を含む処理であるか否かを判断する。そして、制御部１０は、割り込み処理がオ
フ動作を含む処理である場合にはステップＳ２０６に処理を移し、オフ動作を含まない処
理である場合にはステップＳ２０７に処理を移す。例えば、発生した割り込みイベントが
、光源２１の異常（例えば、高温異常）の発生を通知するイベントである場合には、制御
部１０は、この異常の発生に応じた割り込み処理として、光源２１への電源供給を停止す
る処理や、インジケーター１３により異常の発生を報知する処理を行うとともに、安全の
ためにプロジェクター１の電源をオフにするオフ動作を行う。つまり、光源２１の異常を
通知するイベントに応じた割り込み処理は、オフ動作を含む処理である。
【００５２】
　ステップＳ２０６に処理が移行した場合には、制御部１０は、上述したようなオフ動作
を含む処理を割り込み処理として実行してフローを終了する。このようにオフ動作を含む
割り込み処理により、本ステップＳ２０６の終了後、プロジェクター１はオフ状態となる
。
【００５３】
　一方、ステップＳ２０７に処理が移行した場合には、制御部１０は、割り込み処理とし
て、オフ動作を含まない処理を実行する。そして、その後のステップＳ２０８にて、制御
部１０は、プロジェクター１の電源をオフにするオフ動作を行ってフローを終了する。例
えば、割り込みイベントが、地震等の災害の発生を知らせるコンピューター２からの緊急
メッセージの受信である場合には、制御部１０は、割り込み処理として、緊急メッセージ
を受信したことをインジケーター１３により報知する処理や、受信した緊急メッセージを
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ＯＳＤ画像として画像情報処理部１６に重畳表示させる処理を行う（ステップＳ２０７）
。そして、緊急メッセージの表示を所定時間（例えば、数分間）継続させた後、制御部１
０は、プロジェクター１の電源をオフにするオフ動作を行う（ステップＳ２０８）。つま
り、この場合にも、本ステップＳ２０８の終了後にプロジェクター１はオフ状態となる。
【００５４】
　このように、リフレッシュモードにおいて、ユーザーがプロジェクター１の近傍にいな
いことが想定される場合には、割り込み処理の実行後にプロジェクター１がオフ状態に移
行するようになっているため、割り込み処理の実行後に、プロジェクター１がオン状態の
ままで放置されてしまうことが抑制される。
【００５５】
　以上説明したように、本実施形態の画像投写システム１００、プロジェクター１及びそ
れらの制御方法によれば、以下の効果を得ることができる。
【００５６】
　（１）本実施形態によれば、液晶パネルの焼き付きを改善するためのリフレッシュモー
ドにおいて、設定されたリフレッシュ時間の経過前に割り込みイベントが発生した場合に
、制御部１０は、リフレッシュモードを中止して、対応する割り込み処理の後でプロジェ
クター１の電源をオフにするオフ動作を行う。このため、割り込み処理の後にプロジェク
ター１がオン状態のままで放置されてしまうことが抑制される。
【００５７】
　（２）本実施形態によれば、発生した割り込みイベントが、入力操作部１２に対するユ
ーザーの操作に応じたイベントである場合には、制御部１０は、オフ動作を行わない。つ
まり、割り込み処理後の電源状態を、割り込み処理の種類に応じて変えることができるた
め、ユーザーの利便性を向上することが可能となる。また、本実施形態によれば、ユーザ
ーは、リフレッシュモード中であっても、入力操作部１２を操作することで、リフレッシ
ュモードを中止させて、プロジェクター１を使用することが可能となる。
【００５８】
　（３）本実施形態によれば、制御部１０は、割り込みイベントの発生に応じてリフレッ
シュモードが中止した場合に、その旨を示す情報を記憶部１１に記憶させるため、リフレ
ッシュモードが完了しなかったことを履歴として記録することが可能となる。
【００５９】
　（４）本実施形態によれば、制御部１０は、光源２１を点灯させたままで画像投写部１
７によりリフレッシュ画像を表示させるため、液晶パネルを比較的高い温度で維持するこ
とが可能となり、焼き付きの改善を効果的に行うことが可能となる。
【００６０】
　なお、上記実施形態において、リフレッシュモードが第１の動作モードに相当し、リフ
レッシュ画像が第１の画像に相当し、設定されたリフレッシュ時間が第１の時間に相当す
る。また、入力操作部１２に対するユーザーの操作に基づかない割り込みイベント（例え
ば、光源２１の異常の発生を通知するイベント）が第１の割り込みに相当し、入力操作部
１２に対するユーザーの操作に基づく割り込みイベントが第２の割り込みに相当する。
【００６１】
　（変形例）
  また、上記実施形態は、以下のように変更してもよい。
【００６２】
　上記実施形態では、リフレッシュモード中に生じ得る割り込みイベントとして、入力操
作部１２に対するユーザーの操作や、プロジェクター１の内部における異常の発生、及び
コンピューター２等からの緊急メッセージの受信を例示しているが、割り込みイベントは
上記に限定されない。例えば、図示しないセンサーによってプロジェクター１の振動を検
知した場合に、画像の形状（歪み）を自動的に補正する機能をプロジェクター１が有して
いる場合には、振動の検知が割り込みイベントとなり得る。また、図示しないセンサーで
投写方向に存在する障害物を検知した場合に、光源２１を消灯する機能をプロジェクター



(11) JP 6950551 B2 2021.10.13

10

20

30

40

50

１が有する場合には、障害物の検知が割り込みイベントになり得る。
【００６３】
　上記実施形態では、リフレッシュ画像として、全域が黒色の黒色画像が用いられている
が、リフレッシュ画像は黒色画像に限定されない。例えば、全域が白色の白色画像を用い
ることも可能であり、液晶パネルの特性等に応じて適宜定めればよい。また、リフレッシ
ュ画像は１つに限定されない。例えば、色の異なる複数のリフレッシュ画像を用意してお
き、時間の経過に応じてリフレッシュ画像を切り替えるようにしてもよい。また、リフレ
ッシュ画像は、全域が同一色の無地の画像に限定されず、例えば、リフレッシュモードで
あることを示すメッセージ等が含まれていてもよい。ただし、メッセージ自体が焼き付い
てしまうことを防止するために、メッセージの表示位置を時間の経過とともに変化させる
ことが望ましい。
【００６４】
　上記実施形態において、ステップＳ２０２で記憶部１１に記憶した情報に基づき、制御
部１０が、次回起動時に、リフレッシュモードが中止されたことをユーザーに報知するこ
とが望ましい。例えば、制御部１０は、起動時（オン動作時）に、リフレッシュモードが
中止されたことを示す情報が記憶部１１に記憶されている場合には、画像情報処理部１６
に指示をして、リフレッシュモードが途中で中止されたことを示すメッセージ画像をＯＳ
Ｄ画像として重畳させて、画像投写部１７から投写させる。これにより、ユーザーは、リ
フレッシュモードが中止されたこと、そして、必要に応じてリフレッシュモードを再度実
行すべきであることを認識することが可能となる。ここで、メッセージ画像を重畳して投
写する際の画像情報処理部１６及び画像投写部１７は、リフレッシュモードが中止された
ことを報知する報知部として機能する。なお、リフレッシュモードが中止されたことを報
知する手段は、メッセージ画像による報知に限定されず、インジケーター１３で報知する
ようにしてもよいし、図示しない音声出力手段により音声で報知するようにしてもよい。
【００６５】
　上記実施形態では、発生した割り込みイベントが、入力操作部１２に対するユーザーの
操作に基づくイベントである場合には、割り込み処理の実行後に、プロジェクター１の電
源をオフにせず、オン状態を維持するようにしているが、割り込み処理後にオン状態を維
持する割り込みイベントは、入力操作部１２に対する操作に基づくイベントに限定されな
い。例えば、プロジェクター１を遠隔操作するための制御信号を、ネットワークＮＷを介
してコンピューター２から受信したことに基づくイベントが発生した場合に、オン状態を
維持するようにしてもよい。
【００６６】
　上記実施形態では、電気光学装置として、透過型の液晶ライトバルブ２２Ｒ，２２Ｇ，
２２Ｂを用いているが、反射型の液晶ライトバルブ等、反射型の電気光学装置を用いるこ
とも可能である。また、電気光学装置として、自発光型で光源２１が不要な有機ＥＬ（El
ectro Luminescence）装置を用いてもよい。また、色光別に複数の電気光学装置を備える
構成に限定されず、１つの電気光学装置で複数の色光を時分割で変調する構成としてもよ
い。
【００６７】
　上記実施形態では、画像表示装置の一例として、プロジェクター１について説明してい
るが、画像表示装置はプロジェクター１に限定されず、液晶ディスプレイや有機ＥＬ（デ
ィスプレイ等、他の画像表示装置であってもよい。
【符号の説明】
【００６８】
　１…プロジェクター、２…コンピューター、３…画像供給装置、１０…制御部、１０ａ
…タイマー、１１…記憶部、１２…入力操作部、１３…インジケーター、１４…通信部、
１５…画像情報入力部、１６…画像情報処理部、１７…画像投写部、１８…電源回路、１
９…リフレッシュ制御部、２１…光源、２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂ…液晶ライトバルブ、２
２ｉ…画素領域、２３…投写光学系、２４…ライトバルブ駆動部、１００…画像投写シス
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テム、ＮＷ…ネットワーク、Ｓｐ…投写面、Ａ１…タブ配列領域、Ａ２…設定領域、Ａ３
…案内領域、Ｂ１～Ｂ４，Ｂ７～Ｂ９…ボタン、Ｂ５…時間設定ボタン、Ｂ６…開始ボタ
ン、Ｂ１０…はいボタン、Ｂ１１…いいえボタン、Ｍ１…メニュー画像、Ｍ２…設定用画
像、Ｍ３…確認用画像、Ｔ…タブ。
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